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　2005 年の 6 月 29 日か ら 7 月 2 日 に 、 生命 の 起源 とア ス トロ バ イ オ ロ ジー
国

際シ ン ポ ジウム ISOLAB ’05 が開催 され ま した 。 開催 地は コ シ ヒカ リと夏子 の

酒で 有名 な 日本 の 新潟 県 。 私 は 学会 へ の 参加 と米 と地酒 を楽 しむ べ く新潟 へ 訪

れ ま した。梅雨 時期 とい うこ と もあ り、残念 なが ら天候 は あま り良くな く開催

期 間の ほ とん どが雨 で した 。 学会会場 は朱鷺メ ッ セ とい う施設 で 、 JR 新潟駅か

ら車で約 10 分 、 信濃川 に面 した とて も綺麗 な会揚で した 。 本学会は こ の 朱鷺

メ ッ セ の 3F フ ロ ア を借 りて行 われ たの で す が 、 構成は オー ラル 用 の 大ホ ー
ル 、

そ の 隣の 部屋 に ポ ス タ
ー

用 ホ
ー

ル の 計 2 つ か ら成 り、 ポス ター
用 の ホー

ル に は

休憩用の テ
ーブ ル も設置 され 、 落ち着 い て ポス ター を拝見で きる環境 で した。

　本 学会で 取 り扱わ れ た トピ ッ クは 、ゲ ノ ム
、 プ ロ テ オ ー ム に 関す る もの 、ア

ス トロ バ イ オ ロ ジー に 関す るもの な ど様 々 で したが 、 そ の 中で 私 が最 も注 目 し

た の は 、 所属が タ ン パ ク質 関連 の 研 究室 とい うこ ともあ り 、 D 一ア ミ ノ酸に 関す

る講演で した 。 講演数が少 なか っ た こ とが少 し残念で したが 、 どれ も D一ア ミノ

酸 を知 る 上で 大変参考に なる もの で した。 またア ス トロ バ イ オ ロ ジー とい うあ

ま り聞 き なれ ない 分野 の 講演 も非常に 全体像 をつ か みやす く、生命の 起源 を知

る上で 非常に 面 白い 研 究 で あ る と感 じま した 。 印象に残 っ た の は最終 日に行 わ

れ た 公 開講演会で 、 こ れ に は 市民の 方 々 も多 く参加 され 、 内容も大 変分 か りや

す く興味深 い もの で した 。

　私 自身は D 一ア ミノ 酸 に関する研 究 をポ ス ター
に て 発表 させ てい た だ きま した 。

多 くの 方 々 に質問 をい た だき ま した が 、 それ ぞれ質 問 され る方 々 の バ ソ ク グラ

ン ドが 異な るため 、タ ン パ ク質とは異 な っ た視点 か らも様 々 な助言 をい ただ き、

本学会で の 経験 は今後 自分が研 究 を進 めて い く上 で 非常 に参考 に なる もの で あ

っ た と感 じて い ます 。

　最 後に 、 本学会 に て 旅費補助 を して い ただい た こ とを深 く感謝い た します 。
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